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 WI2 研究会とは

　2011年 3月 7～ 8日に，第 19回Webインテリ

ジェンスとインタラクション研究会が，学術総合セ

ンター（東京）で開催された．上記研究会の略称は

"WI2研究会 "で，「ういっつ」研究会と呼んでいる（本

稿でも以降は，"WI2研究会 "と記す）．Web上の

コンテンツからの知識発見，Webにおけるネット

ワーク構造からのコミュニティ抽出，Web上の人

間同士のコミュニケーション支援など，Webにお

ける人間の知的活動支援全般を研究対象としている．

Web技術の研究全般を扱う研究会としては，日本

では唯一のものである．筆者は，WI2研究会の専門

委員長を務めさせていただいているのであるが，本

稿では，その設立の経緯，理念，主に発表される研

究テーマ，これまでの取り組み，最新の研究会の様

子について，紹介したいと思う．

 設立の経緯と理念

　WI2研究会は，2004年 7月に電子情報通信学会・

ヒューマンコミュニケーショングループより，第

2種研究会として設立された．1989年に誕生した

Webは，ネットワーク機能の充実したパソコンの

普及に伴い，急速に発展してきた．既存の研究分野

においても注目を集めることとなり，人工知能，デ

ータベース，自然言語処理，ヒューマンインタフェ

ースなど，多くの分野で研究が行われるようになっ

た．筆者も 1995年からWebの研究を始めたので

あるが，当時日本でどのような研究が行われている

のかを網羅的に知ろうとすると，これら多くの研究

分野で行われている研究会や全国大会，シンポジウ

ムなどに行く必要があった．私自身も，人工知能学

会，データベースシステム研究会，言語処理学会，

WISS，インタラクションなど，多くの学会に足を

運んでいた．

　それぞれの学会には個性があり，人工知能学会で

はオントロジーやセマンティクスを扱ったアプロ

ーチが多く，言語処理学会ではWeb検索のための

テキスト・自然言語の処理方法に関する研究が多

く，データベースの分野では，自然言語だけでなく

HTMLの構造なども用いた情報検索・抽出手法など

に関する研究が多かった．ヒューマンインタフェー

スの分野では，Web上のデータの処理方法よりも，

その見せ方を工夫することにより，ユーザの情報獲

得を支援するような研究が多かった．しかし，研究

者らが目指しているゴールは共通しており，それは

このWebという知識の宝の山から，いかに人間が

容易に目的の情報を獲得できるかという点であった．

個別の分野で活躍している研究者らが，1つの問題

に対して異なる見方やアプローチを示し，それらを

共有できれば，そのゴールに早く近づくことができ

るのではないかと考えた．これが，Web技術を専

門として扱う研究会であるWI2研究会ができた理

由である．
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　WI2研究会が発表を募集するときに掲げているテ

ーマを表 -1に挙げる．知識や情報の流通に必要な

フレームワークから，Web上のコンテンツを解析

する技術，Web上でのヒューマン・コンピュータ

インタラクション技術まで，広く包含していること

が分かる．

 これまでの活動

　これまでに開催された研究会の発表数と参加者数

を表 -2に示す．研究会は，年に 2～ 3回行っている．

参加者数は，開催地により大きく変動するが，地方

開催では 80人程度，東京開催では 200人近い参加

者が集まることもある．共催はなく，すべて単独開

催である．研究会の特色としては，

・シングルセッション

・ロング発表とショート発表の 2種類の発表スタイル

・招待講演やチュートリアルなどの企画

・企業からの参加

・懇親会

・Twitterと Ustream

などが挙げられる．1つの発表を参加者全員が聞く

ことになるので，情報が共有化され，その後の議論

や発展につながりやすいと言える．発表は，ロング

発表（20分発表，10分質疑）とショート発表（13分

発表，5分質疑）の 2つのスタイルがあり，かなり

完成された研究を発表することもできるが，ポジシ

ョンペーパーのようなまだアイディアすら固まって

いないような研究も発表し，さまざまな人の意見

を得ることもできる．いずれの発表形式において

も，長めの質疑応答の時間を取っている．また，必

ず招待講演やチュートリアルなども入れ，参加者の

レベルアップができるよう心掛けている．企業から

の参加者も多く，東京での開催では企業関係者が 4

割ほどを占めることもある．毎回，懇親会も企画し，

交流が深められるようになっている（写真 1参照）．

発表を支援するサービスとしては，発表スライド用

のスクリーンだけでなく，Twitter用のスクリーン

（写真 2, 3参照）も導入し（2009年 10月より導入），

議論の活性化を図っている．また，研究会に来られ

なかった人の意見を取り入れるべく，第 19回研究

会ではすべての発表の Ustreamでの配信も行った

（写真 4参照）．いずれにしても，研究会がこれら

のサービスを本格的に導入したのは，WI2研究会が

初めてである．

　研究会の開催以外にも，参加者が広く活躍できる

表 -1　WI2 研究会が扱うテーマ

WI2研究会が扱うテーマ

(A) テキスト処理関連技術
　情報検索，情報抽出，自動要約，質問応答，テキストマイニ
ング
(B) 知的Web基盤技術
　XML，メタデータ構築支援，リンク解析，アノテーション作成
支援，セマンティックWeb，マルチメディア検索
(C) Webインタラクション技術
　意思決定支援，パーソナライゼーション，情報推薦，ユーザ
行動分析，情報可視化，ソーシャルネットワーク分析

表 -2　発表件数と参加者数の推移

回 ロング
発表件数

ショート
発表件数

招待
講演数

参加
者数

開催地

1 9 0 3 90 東京

2 13 0 4 83 大阪

3 19 0 4 76 広島

4 9 0 2 81 京都

5 24 0 2 153 東京

6 13 13 3 71 札幌

7 15 11 2 172 東京

8 15 3 2 73 名古屋

9 13 5 0 42 湯布院

10 12 14 2 164 東京

11 10 8 6 70 北九州

12 12 12 5 85 淡路島

13 12 16 5 155 横浜

14 17 9 1 77 島根

15 7 11 4 82 広島

16 8 14 2 134 東京

17 16 15 3 120 大阪

18 8 10 1 42 佐渡島

19 11 13 2 113 東京
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場を提供することも目指しており，WI2研究会の実

行委員や同じ分野の研究者とともに，以下のような

企画も実施してきている．

・ 国際会議オーガナイズドセッション企画 

（AMT'05, SMC'08）

・ 国際ワークショップ企画（国際会議 DASFAA'10内 

SNSMW '10）

・ 学会誌解説特集（人工知能学会誌特集「ソーシャル

ネットワーク時代のWeb インタラクション」）

・ 論文誌特集号（日本知能情報ファジィ学会，人工

知能学会，電子情報通信学会）

・ 国内シンポジウム内企画（DBWeb 特別企画）

この中でも，特に論文誌の特集号は重要な企画だと

考えている．Webそのものが比較的新しい仕組み

であるために，Web技術の研究は分野横断的なも

のになる．そのため，Web研究の専門家による評

価が必要となる．特に情報発信や共有のためのフレ

ームワークや，ネットワーク・コンテンツ生成にお

ける人間の社会科学，認知科学，心理学的な影響に

関する研究などを評価するには，既存の 1つの研

究分野の知見だけでは，正しく評価することができ

ない．

 第 19 回研究会

　最新の研究会がどのようなものであったのかに

ついて紹介する（写真 5参照）．3月 7～ 8日に行

われた研究会では，ロング発表 11件・ショート発

表 13件の一般発表と，1件の招待講演と特別企画

があった．招待講演は，セマンティックWeb分野

の Linked Data（リンクするデータ）について，ゼ

ノン・リミテッド・パートナーズの神崎正英氏に紹

写真 2　発表用スクリーンと Twitter 用スクリーン 写真 4 　Twitter と Ustream での配信

写真 3　 Twitter の画面の例写真 1 　懇親会の様子（中之島センター交流サロンにて）
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介いただいた（写真 6参照）．セマンティックWeb

は，計算機のためのWeb，すなわち計算機による

知的な自動処理を行うためのWebを構築すること

を目指した仕組みであるが，Linked Dataは，それ

をインスタンスの記述から取り組もうとする新しい

アプローチである．セマンティクスを扱う人工知能，

データからの情報を抽出するデータ工学と自然言語

処理，人間によるデータ付与の仕組みを実現するヒ

ューマンインタフェース技術を必要とする，まさ

にWI2研究会に合ったテーマと言える．神崎氏は，

Linked Dataが誕生した経緯や理念について分かり

やすく話され，感銘を受けた参加者も多かったよう

であった．

　特別企画は，国際会議 ACM Recommender 

Systems 2010の参加報告を，立命館大学の奥健太

氏に講演いただいた．上記国際会議は，WI2研究会

でもよく発表される情報推薦のトップカンファレン

スである．2010年の一般発表を分類すると，ソー

シャルネットワークに基づく推薦 9件，伝統的な精

度比較・アルゴリズム 6件，推薦精度以外の評価

指標 4件，グループベース推薦 3件，その他 3件

とのことであった．やはり，Twitterや Facebook

などのニューメディアの登場により，Web上での

社会関係を用いた推薦が注目を集めているようで 

あった．

　一般発表では，情報検索・抽出，時系列データの

応用，ユーザ行動分析・推薦，分類・クラスタリング，

コンテンツ閲覧と発見に関するセッションがあっ

た．特に筆者が注目した発表としては，（1） Linked 

Dataを利用した情報拡張手法に関する研究，（2） 

Webからのアドバイス文抽出に関する研究，（3） 

キャプチャ画像を利用した携帯専用サイト識別手法

に関する研究，（4） 同姓同名人物判断に関する研究

がある．

　（1）では，ユーザがWebブラウジング中に興味

のあるテキストを選択することで，それに関連する

情報を，Linked Dataの情報を利用して提示する方

法を提案している．Linked Dataの情報は多種多様

であり，その信頼性も多様になってくると思われる．

本手法のように手軽に関連情報を閲覧できる手法が，

今後必要になってくると思われる．

　（2）では，Web上の情報からアドバイス文を判別

する方法を提案している．特に，ユーザの外出時の

情報獲得を支援することを想定している．アドバ

イス文とは，「八合目より上は，傾斜がきついので，

ゆっくり歩きましょう」のような，後の利用者が行

動するときに役に立つような情報を含む文のことで

ある．筆者の知る限り，このようなタイプの文を判

別しようとした試みは初めてであると思われる．か

なり難しい課題であると考えられ，新しい分野の開

拓につながる研究であると言える．

　（3）は，KDDI研究所による研究である．外部か

ら，あるWebサイトが携帯専用サイトかどうかを

識別するには，携帯電話と PCから個別にアクセス

写真 5 　第 19 回 WI2 研究会の様子 写真 6 　神崎正英氏による招待講演
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しないと分からない．セキュリティの厳重な携帯専

用サイトは，HTTPリクエストの User-Agentだけ

でなく，IPアドレスのチェックも行っており，PC

から User-Agentを偽装してアクセスしても，携帯

用のコードを獲得することはできない．提案手法で

は，携帯電話の画面と PCの画面とをカメラで撮影

し，同一コンテンツかどうかを判定している．

　（4）では，Web上における同姓同名の人物の判断

を人手で行っている．自然言語処理の分野では，同

姓同名の人物の判定は，非常にポピュラーな課題で

はあるが，人間がそれをどのように識別しているの

かは明らかにされていない．本研究は，このような

人間の認知特性を初めて明らかにした研究であると

言える．

　これらはあくまで発表の一例であるが，WI2研究

会ではこのようなコンピュータサイエンスとヒュー

マンサイエンスの両方のアプローチから，Web上

の問題に取り組む発表が多い．また，既存の研究分

野に対して一石を投じるような課題やアプローチの

提案も多い．WI2研究会が多くの研究分野から人が

集まっているからこそ，このようなイノベーション

が起こっているのではないかと思われる．

 新しい潮流に向けて

　これからもWI2研究会では，Webで起こる新し

いサービスや潮流に焦点を当てて，これまでにな

い研究テーマを追い続けることになると思われる．

Webはさまざまな社会性を持つ人間が集まり活動

することで，コンテンツやネットワークが形成され

る．純粋なコンピュータサイエンスだけでなく，社

会科学，認知科学，心理学など，多くの研究者との

共同が必要と考える．興味を持った方々にはぜひ参

加をお勧めしたい．

WI2研究会Webサイト

http://www.ieice.org/~wi2/

（2011年 3月 24日受付）

土方嘉徳（正会員）   hijikata@sys.es.osaka-u.ac.jp
　1998年大阪大学大学院基礎工学研究科修士課程修了．同年，日本
アイ・ビー・エム（株）東京基礎研究所入社．現在，大阪大学大学院
基礎工学研究科准教授．情報推薦，テキストマイニングなどの研究に
従事．博士（工学）．

 

  


